
公表：令和４年３月28日 事業所名：仙台市西花苑たんぽぽホーム

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの

関係で適切である
〇

・日々のクラス人数が10人以下にな

るようにしている。

・密にならないように人数が多い時は

部屋を分けたり、活動日を2日に分け

たりしている。

・出席数に応じた密を防げるような活

動内容を検討していく。

② 職員の配置数は適切である 〇
・子どもの状態や出席数によって他ク

ラス職員と連携しながら行っている。

・利用形態や子どもの状況を考慮しな

がら、登園スタイルや職員体制を考え

ていく。（単独通園児の人数と職員の

配置等）

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造

化された環境になっている。また、障

がいの特性に応じ、事業所の設備等

は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされている

〇

・イラストや写真表示等、子どもの特

性やクラスの状況に応じて分かりやす

い、過ごしやすい環境設定を心掛けて

いる。

・障害の特性に応じて環境設定してい

るが多様な状態の子どもがいる場合の

配慮の仕方を検討していく。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ

る環境になっている。また、子ども達

の活動に合わせた空間となっている

〇

・アルコール消毒や空間除菌剤等で感

染予防対策に努めている。

・利用する子どもや活動に合わせ各ス

ペースを考慮している。

・子ども用個室トイレが少ないため各

クラスの時間帯をずらして重ならない

ようにしている。

・肢体不自由児が多いクラスには床に

クッション性のマットを使用してい

る。

・廊下に冷暖房設備がないため今後対

策を検討していく。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等

に対して事業所の評価を実施するとと

もに、保護者等の意向等を把握し、業

務改善につなげている

〇

・コロナ感染予防対策について保護者

からの意見に迅速に丁寧に対応するよ

うに心掛けている。

・日頃より保護者からの声を職員間で

共有し、対応している。

・保護者からの要望は、評価の時だけ

でなく、声に上がった時にしっかりと

検討し改善できるようにする。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け

評価表の結果を踏まえ、事業所として

自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容

を、事業所の会報やホームページ等で

公開している

〇

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修

の機会を確保している
〇

・リモート研修の活用により、幅広い

内容の研修に参加できるようにしてい

る。

・オンラインの導入で移動時間を他の

業務に充てる事ができている。

・今後もリモート研修を広く活用し、

参加しやすくしていく。

・外部研修参加者からの伝達講習の機

会を作り、それぞれが自己研鑽に励ん

でいく。

⑩

アセスメントを適切に行い、子どもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析

した上で、児童発達支援計画を作成し

ている

〇

・クラス職員全員で支援会議を行い、

たくさん意見を出し合った上で支援計

画を作成している。

・今年度は支援計画を沢山作成したた

め、どのように書くと良いかを自分の

中で考える機会となった。
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⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子ど

もの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設

定されている

〇

・支援会議では関わる全職員が意見を

出し合い具体的な支援内容を検討して

いる。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行わ

れている
〇

・子どもの姿を保護者と共有しながら

支援計画に沿った支援を行っている。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工

夫している
〇

・繰り返すことで自信をもって活動に

参加できるようになることもあるた

め、あえて固定化する場合もある。

・同じ活動でも素材や展開の仕方に変

化をもたらすようにしている。

⑯

子どもの状況に応じて、個別活動と集

団活動を適宜組み合わせて児童発達支

援計画を作成している

〇

・個別活動を行うことで、子どもへの

理解をより深められ、集団活動での支

援にも繋げている。

⑰

支援開始前には職員間で必ず打合せを

し、その日行われる支援の内容や役割

分担について確認している

〇

・毎朝その日のリーダーが中心とな

り、その日の活動内容と役割分担の確

認をしている。

・大事な事はホワイトボードに記入し

たり、個別に伝えることで周知を徹底

していく。

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打合せ

をし、その日行われた支援の振り返り

を行い､気付いた点等を共有している

〇

・日々の反省の中で確認しあい、職員

間での周知及び共通理解をした上で同

じ対応ができるように努めている。

⑲

日々の支援に関して記録をとることを

徹底し、支援の検証・改善につなげて

いる

〇
・個々のケース記録や日誌に記録をと

り振り返る際に役立てている。

⑳

定期的にモニタリングを行い、児童発

達支援計画の見直しの必要性を判断し

ている

〇

㉑

障害児相談支援事業所のサービス担当

者会議にその子どもの状況に精通した

最もふさわしい者が参画している

〇

㉒

母子保健や子ども・子育て支援等の関

係者や関係機関と連携した支援を行っ

ている

〇
・必要なケースについては関係機関と

連携しながら情報を共有している。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障がいのある子ども等を支援してい

る場合）

地域の保健、医療、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携した支援を

行っている

〇
・相談支援事業所の担当者と連絡を取

り合い連携した支援を行っている。

・記録を回覧し情報を全職員で共有す

ることで、他クラスの児の支援状況の

理解にも努めていく。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心

身障がいのある子ども等を支援してい

る場合）

子どもの主治医や協力医療機関等と連

絡体制を整えている

〇

・必要に応じてリハビリ等を見学させ

てもらっていたが、コロナの影響でで

きないので、保護者からリハビリの内

容を教えてもらっている。

・医療行為が必要なケースは、主治医

からの指示書を提出してもらってい

る。

・リハビリの見学や、関係機関担当者

と連携して日々の療育にいかしていき

たい。
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㉕

移行支援として、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）

等との間で、支援内容等の情報共有と

相互理解を図っている

〇

・移行支援シートを作成し引継ぎを

行っている。また、後日訪問し担当職

員と情報共有している。

・保護者より引き継ぎや情報公開の同

意を書面で確認している。

㉖

移行支援として、小学校や特別支援学

校（小学部）との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている

〇

・幼保小連絡会や引継ぎ会に参加し、

引継ぎ書を作成して入学前に引継ぎを

行っている。また、必要に応じて担当

職員と話し合いをしている。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達

支援事業所、発達障害者支援センター

等の専門機関と連携し、助言や研修を

受けている

〇

・定期的に会議や研修会に参加し、そ

れぞれ内容の報告があるので他セン

ターの状況を知ることができる。

㉚

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解を持っている

〇

・活動の合間に直接話し合ったり、連

絡ノートを活用し子どもの状況を共通

理解できるようにしている。

・発信の少ない保護者への配慮に心掛

ける。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明を行っている
〇 ・入園時に園長が行っている。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」のねらい及

び支援内容と、これに基づき作成され

た「児童発達支援計画」を示しながら

支援内容の説明を行い、保護者から児

童発達支援計画の同意を得ている

〇

・必ず児童発達支援管理責任者同席の

もとで面談を行い一緒に確認してい

る。

・必ず個別に面談を行い「児童発達支

援計画の内容を丁寧に説明し、質問な

どを受けた上で、保護者から同意を得

ている。

㉞

定期的に、保護者からの子育ての悩み

等に対する相談に適切に応じ、必要な

助言と支援を行っている

〇

・自分一人で対応できない相談につい

ては、クラス職員で話し合った上で，

助言したり支援に繋げたりしている。

・相談内容によっては、個人情報に配

慮しながら積極的に他の関係機関と連

携していく。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、相談や

申入れがあった場合に迅速かつ適切に

対応している

〇

・保護者の申し入れには、園長、主任

にその都度相談した上で対応してい

る。

・相談内容によっては、個人情報に配

慮しながら積極的に他の関係機関と連

携していく。

・出来るだけその日のうちに聞き取り

不安を先延ばししないようにしてい

く。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

・ケース記録、USB等は施錠できる

ロッカーに保管し、書類の破棄には

シュレッダーを使用している。

㊴

障がいのある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をして

いる

〇

・意思表示の難しい子どもに対し絵

カードや手順表を作成している。

・保護者にも大切な内容は書面で伝え

るようにしている。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等

地域に開かれた事業運営を図っている
〇

・コロナの影響で地域交流事業が実施

できなかったが、落ち着いたら方法を

検討しながら再開したい。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定

し、職員や保護者に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施してい

る

〇

・月1回避難訓練を実施している。

・感染症に関する対応マニュアルにつ

いて学ぶ機会を設けている。
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㊷

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行ってい

る

〇
・毎月、内容や時間帯を想定して実施

している。

・災害時に直ぐに対応できる館内放送

設備について検討する。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発

作等のこどもの状況を確認している
〇

入園時に健康管理カード等の提出書類

で確認し、毎年訂正してもらってい

る。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会

を確保する等、適切な対応をしている
〇

・定期的に職員全体で資料の確認を

行っている。

※この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
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